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１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

事　業　計　画　書

事業種別 就労継続支援B型 事業所名 なないろ

法人の基本方針

女性の発達障害者が抱える就労や日常生活の不安や困り感に寄り添い、一緒に考え、利用者の主
体性を大切にしながら、個々に合わせた安心安全な居場所をつくる。同じ障害を抱えながらも様々な
背景を持つ当事者同士が当法人の事業を通して一つのコミュニティを形成し、自己実現に向けて生
き生きとした人生を送れるよう生涯に渡って支援する。

女性の発達障害者の特性に合わせた環境を作り、作業場所や生産活動を提供していく。個々の抱え
る不安や困り感に寄り添えるようタイムリーに相談に応じ、自己理解を深め、自己肯定感を高める働
きかけを通して、就労など自己実現につなげていく。

法人の理念

協
議
の
種
類

計画の概要

開設（変更）予
定日

2024年4月1日

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

■当初 □最終

福山市障がい福祉サービス等の指
定に係る懇話会

女性の発達障害者に特化し
た事業所に対するニーズが
ごれだけあるのか，またニー
ズに対してどのような支援を
されるのか。

「なないろ」と付く事業所が
多くあるので，他の事業所と
間違わないようなく工夫が必
要と思われる。

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業・就労継続支援Ｂ型事業所なないろの運営を行う。当該事業の管理者
兼サービス管理責任者は約20年に渡り、学校現場、不登校引きこもりのフリースペース、就労継続支援事業所、放課後
等デイサービス事業所にて発達障害児、発達障害者に対して療育、就労支援を行ってきた経験がある。そうした中で、生
きづらさを感じている女性の発達障害者と出会い、女性が安心で安全を感じられる場の提供が社会的自立に不可欠であ
ると感じた。運営するにあたり、就労前・就労後、社会的自立を目的とした支援を提供し、障害種別や性別を限定する場
(女性の発達障害者専用)を設けることで一つの共同体を作っていきたい。また、日常生活や社会生活、対人関係などあら
ゆる場面での困りごとの解決の手助けをし、様々な背景のある当事者が安心安全なコミュニティの中で本来持っている力
を育み、自己実現に向けて生き生きとした人生を送れるよう支援して行きたいと考えた。

法人が実施する主
な事業

講演会，講座開催事業 割合 5

日回収

日回収

日回収翌々末

翌15末 日

日

〆

〆

〆％ ％

5

5

0

0 ％

％

％

末

設立年月日 　　　　　　　2023年　　　　9月　　　　21日 意見
就労継続支援B型 割合 90
女性の発達障害者への相談支援事業 割合 5

％

上段：取引先
下段：所在地

日

割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転
建物の構造・設備の変更

意見

本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

賃借・自己所有

新築予定
賃借・自己所有

代表者職名前 重原直子
担当者名 連絡先 回答 2024年　2月　13日

受理 2023年　10月　12日
建築指導課
消防局予防課
開発指導課

作成年月日 ２０２３年　　　　１０月　　　　１２日
法人名 合同会社maikka
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

2 階 階 年
㎡ ㎡

1～2 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ ■ □ □

６　付近図
　

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

付近図省略

事
業
の
概
要

①

③

②

・今回計画の就労継続支援B型
の建築基準法上の用途は「児
童福祉施設等」に該当します
が，用途を変更する床面積が

200㎡以下のため，建築基準法
上の手続きは不要。

なお，手続きが不要な場合で
あっても，建築士等に相談し，
建築基準法に適合する計画と

すること。

今回の事業追加に伴い，消火
器，非常警報設備，誘導灯を

設置し，カーテン及びじゅうたん
を使用する場合は，防炎物品

を使用すること。
また，防火対象物使用開始届

出書を提出すること。
用途を住宅から就労継続支援B型に変更

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

土
地

建
物

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

190 徒歩

240 徒歩

同種の事業所が2か所あるが女性限定ではないので、潜在的なニーズがあると考え
る。福山駅北口から徒歩3分の距離にあるため運転の苦手な利用者、免許取得困難
な利用者が公共交通機関を利用して通所することが容易である。

その他

意見
小学校区 西小学校 人口 9,407 2

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳 職員 利用者

20

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳 職員 利用者

種別 就労継続支援B型
手続 新規 使用する階 専有面積 112.59

収容人員 25 内訳 職員 5 利用者 20

階層 2階建て 地上 地下 建築年 1975年
建築面積 112.59 延面積 112.59

名称
所有者 抵当権 あり
用途 就労継続支援B型 構造 木造

商業地域 意見
所有者 抵当権 あり
所在地 福山市丸之内1丁目3番9号 用途区域
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

別添資料

意見
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

7 0 0 1 4 0

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

3 3 4 1 0

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

3 0 円 × 4 H × 2 0 日 × 5 人 ＝
2 5 0 円 × 4 H × 2 0 日 × 5 人 ＝ 5

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

円 円 円 円

基本報酬(566)＋目標工賃達成指導員配置加算(89)＋処遇改善加算(35)＋特定処遇改善加算(9)＋ベースアップ加算(8)

万円 なしあり

生産活動に係る収入，支出を
修正してください。合わせて収
支予算書（就労会計分含む）も

修正してください。
また，利用者への工賃につい
て，賃金向上につながるよう，
事業所として取り組んでいただ

きたい。

万円

43 25

贈答用タオル袋詰め 1.2 万円
部品組み立て 万円

最賃確保状況（Ａ型）
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

利用者賃金

万円 万円

3.6 万円 3.6

１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

設
備
資
金

収
入

支
出

生
産
活
動

11

5

11

■

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

上段：受注先
下段：所在地

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額

□

万円 3.6 万円 6.5 万円
必要経費 0 万円 0 万円 0 万円 0 万円

支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円
万円 万円 万円 万円

売上高　※３ 3.6 万円 3.6 万円 5 万円 13 万円
収入　Ｂ 万円 万円 万円 万円

収支①-② -131 万円 -131 万円 -98 万円 -32 万円

支出計② 131 万円 131 万円 131 万円 131 万円
支払元金利息 12 万円 12 万円 12 万円 12 万円
諸経費　※４ 20 万円 20 万円 20 万円 20 万円
通信費 2 万円 2 万円 2 万円 2 万円
賃借料 7 万円 7 万円 7 万円 7 万円
旅費・交通費 1 万円 1 万円 1 万円 1 万円
人件費 89 万円 89 万円 89 万円 89 万円

収入計 ① 0 万円 0 万円 33 万円 99 万円
諸収入 万円 万円 万円 万円

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

（１人当たり）
給付費　※２ 0 万円 0 万円 33 万円 99 万円

11 11万円

合計 900 万円

１月目 ２月目 ３月目 １年後 意見

その他 万円
運転資金 700 万円

合計 900 万円

設備 200 万円 借入金 700 万円
車両 万円

土地 万円 補助金 万円
建物 万円 自己資金 200 万円

万円 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

意見
運転資金 万円 万円

万円 万円

人件費 末 25 支払 ボーナス 9 12

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

常勤 非常勤 万円
89 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

職業指導員 常勤 非常勤 10 万円
常勤 非常勤 万円

非常勤 36 18 万円
目標工賃達成指導員 常勤 非常勤 18 万円

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 意見
管理者 常勤 万円
サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 万円
職業指導員 常勤 非常勤 30 18 万円
生活支援員 常勤
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１２　事業計画

（３）事業内容

１３　利用者処遇

（１）事業概要
事業種別：就労継続支援B型
利用定員：20
営業日：月～金
営業時間・サービス提供時間：9：00～18：00/9:30 ～16：30
主たる対象者：精神障がい者
送迎の有無：無
協力医療機関：馬野神経内科クリニック
その他：

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
〇安心安全な場の提供
日常生活への活力、就労への意欲を引き出すためにまずは安心安全な居場所の提供が最善と考える。発達障害の特性
に合わせた環境作りを目指し、特に聴覚、視覚、集団への過敏さへ対応できるように、パーテーションやカーテン等を使っ
た空間作りの工夫、イヤーマフ、イヤホン等の使用の提案等を行いながら、個々の特性に対応していく。
○管理者が縫製業に携わっていた経験を活かし、ミシン経験利用者やスタッフに教えながら技術を向上させ、洋服直し作
業を主軸に置き工賃を向上させたい。また、点字名刺は、お客様からの反応も良いので、新規顧客獲得を目指したい。一
人当たり5,000円の工賃を目指す。
〇原則週一回の相談支援
事業所内訓練や日常生活での困りごと、対人関係の困りごとについて話を聞き、自己理解を深め、自己肯定感を高める
働きかけを通して、就労などの自己実現につなげていく。また、社会生活を送る上での対人関係技術の習得、自己コント
ロール能力の習得を目指す。
〇利用者の強みを生かした作業を提供するそれぞれの利用者の強みを見極め、利用者と相談し取り組みやすい作業に
チャレンジしてもらいながら、できることを増やし、自信へとつなげていく。
〇同じ障害を持つ利用者同士の共同体を作る
同じ障がいを持つ人の中で過ごす安心感からコミュニケーションが盛んになっていき、対人関係への不安の軽減、就労へ
の意欲へと繋がっていくと考える。お互いが支えになる関係づくりを支援する。
　（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
精神保健福祉士・作業療法士・公認心理師等。障害者福祉施設に勤務した経験があること、各スタッフが傾聴の技術、発
達障害者の特性、支援方法を習得し、新たな支援方法を学び自分自身を向上させる意思があること。

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・障害者支援の専門講師による支援者としての価値観、態度の基礎、自己覚知、障害に関する知識、具体的な支援方法
等に関する社内研修の実施、定期的な事例検討の実施
・支援に関する外部研修への参加を積極的に促す

（４）感染症対策
利用者、職員の健康管理、標準的な感染予防策、衛生管理、全職員を対象にした研修会の実施

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
サービスの提供中に緊急事態が生じた場合は、速やかに医療機関・ご家族への連絡を行う等の必要な措置を講ずるとと
もに、管理者に報告する。
事故が発生した場合は、市町村及び利用者のご家族等に連絡を行なうとともに必要な措置を講じ、事故の状況及び事故
に際して取った処置について記録する。
当該事業所並びに職員や利用者は損害保険に加入し、賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を適切かつ速やか
に行う
　

（６）関係機関との連携
・相談支援事業所や利用者を主体として必要な社会資源(他事業所、病院、公的機関等)と連携していく。

（７）家族（保護者）支援
・本人、家族要望に応じて相談支援を行う。
・地域の家族会への参加を促す。

（８）その他

（２）開設事業に係る理念・基本方針
法人理念、法人基本方針と同じ

意見

意見

部品組み立て、贈答用タオル折り箱詰め包装、地域情報誌配布、縫製作業(洋服直し、その他縫製)、点字名刺作成
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ ■

9 時 3 0 分 ～ 9 時 4 5 分

9 時 4 5 分 ～ 1 2 時 0 0 分

12 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

13 時 0 0 分 ～ 1 6 時 1 5 分

16 時 1 5 分 ～ 1 6 時 3 0 分

16 時 3 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

9時～18時 9時30分～16時30分

営業日に「祝日」が含まれて
いますので，修正してくださ

い。

〇災害時の対応体制

〇避難先
一次避難先：福山城公園
距離，避難方法及び時間：１９０ｍ，徒歩3分
二次避難先：市民参画センター
距離，避難方法及び時間：２４０ｍ，徒歩3分

〇防災計画等の作成
防災計画・BCPの作成，施設内に掲示し職員に周知する

〇避難訓練の実施計画
年１～2回、利用者とともに防災訓練、避難訓練を実施する

〇その他

随時帰宅

ケース記録記入等事務処理、ミーティング

営業時間 サービス提供時間

意見

意見
朝礼

作業(都度各自休憩)

昼休憩

作業(都度各自休憩)

営業日

意見

営業日 営業時間 サービス提供時間
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様式第２号－２

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

主な修正点割合 掛取引 回収・支払の条件

法人の理念

女性の発達障害者が抱える就労や日常生活の不安や困り感に寄り添い、一緒に考え、利用者の主
体性を大切にしながら、個々に合わせた安心安全な居場所をつくる。同じ障害を抱えながらも様々な
背景を持つ当事者同士が当法人の事業を通して一つのコミュニティを形成し、自己実現に向けて生
き生きとした人生を送れるよう生涯に渡って支援する。

法人が実施する主
な事業

法人の基本方針
女性の発達障害者の特性に合わせた環境を作り、作業場所や生産活動を提供していく。個々の抱え
る不安や困り感に寄り添えるようタイムリーに相談に応じ、自己理解を深め、自己肯定感を高める働
きかけを通して、就労など自己実現につなげていく。

日回収

翌々末

翌15

日回収

日回収末 日

日

〆

〆

〆

5

5

0

0 ％

％

女性の発達障害者への相談支援事業 割合 5
講演会，講座開催事業 割合 5

上段：取引先
下段：所在地

％ 日末％

％

％

事業所の移転
建物の構造・設備の変更

主な修正点

設立年月日 　　　　　　　2023年　　　　9月　　　　21日 主な修正点
就労継続支援B型 割合 90

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業・就労継続支援Ｂ型事業所なないろの運営を行う。当該事業の管理者
兼サービス管理責任者は約20年に渡り、学校現場、不登校引きこもりのフリースペース、就労継続支援事業所、放課後
等デイサービス事業所にて発達障害児、発達障害者に対して療育、就労支援を行ってきた経験がある。そうした中で、生
きづらさを感じている女性の発達障害者と出会い、女性が安心で安全を感じられる場の提供が社会的自立に不可欠であ
ると感じた。運営するにあたり、就労前・就労後、社会的自立を目的とした支援を提供し、障害種別や性別を限定する場
(女性の発達障害者専用)を設けることで一つの共同体を作っていきたい。また、日常生活や社会生活、対人関係などあら
ゆる場面での困りごとの解決の手助けをし、様々な背景のある当事者が安心安全なコミュニティの中で本来持っている力
を育み、自己実現に向けて生き生きとした人生を送れるよう支援して行きたいと考えた。

協
議
の
種
類

計画の概要

女性の発達障害者に特化した
事業所に対するニーズがどれ
だけあるのか，またニーズに
対してどのような支援をされる
のか。➡同じ疾患、障害をもっ
た人の共同体の中での相互
支援が重要と考えており、女
性性に特化することによって
それが深まるのではないかと
考えた。支援については、多く
は生活障害として捉えている
ので、就労、対人関係に関す
るどんな些細なことでもすぐに
専門的に相談が受けられる体
制を取り、利用者の心身、生
活を含めた安定を図っていき
たい。
「なないろ」と付く事業所が多く
あるので，他の事業所と間違
わないようなく工夫が必要と思
われる。➡他と間違えがない
ように事業所として取り組む。

賃借・自己所有

新築予定
賃借・自己所有

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業

担当者名 連絡先

本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

事業種別 就労継続支援B型 事業所名 なないろ
開設（変更）予

定日

受付印省略

2024年4月1日

受付印

作成年月日 ２０２３年　　　　１０月　　　　１２日
法人名 合同会社maikka

代表者職名前 重原直子

事　業　計　画　書

□当初 ■最終
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

2 階 階 年
㎡ ㎡

1～2 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ ■ □ □

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

付近図省略

・今回計画の就労継続支援B型の
建築基準法上の用途は「児童福
祉施設等」に該当しますが，用途
を変更する床面積が200㎡以下
のため，建築基準法上の手続き

は不要。
なお，手続きが不要な場合であっ
ても，建築士等に相談し，建築基
準法に適合する計画とすること。
⇒建築士と相談の上基準に適合

するようにします。
今回の事業追加に伴い，消火

器，非常警報設備，誘導灯を設
置し，カーテン及びじゅうたんを使
用する場合は，防炎物品を使用
すること。⇒誘導灯等を設置し防

炎物品を使用します。
また，防火対象物使用開始届出
書を提出すること。⇒届出書を提

出する予定です。

③

②

①

同種の事業所が2か所あるが女性限定ではないので、潜在的なニーズがあると考え
る。福山駅北口から徒歩3分の距離にあるため運転の苦手な利用者、免許取得困難
な利用者が公共交通機関を利用して通所することが容易である。

内
容

事
業
の
概
要

用途を住宅から就労継続支援B型に変更

20

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

土
地

建
物

190 徒歩

240 徒歩

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

主な修正点
小学校区 西小学校 人口 9,407 2

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳 職員 利用者

手続 使用する階 専有面積
収容人員 0 内訳 職員 利用者

収容人員 25 内訳 職員 5 利用者 20
種別

建築面積 112.59 延面積 112.59
種別 就労継続支援B型
手続 新規 使用する階 専有面積 112.59

用途 就労継続支援B型 構造 木造
階層 2階建て 地上 地下 建築年 1975年

主な修正点
所有者 抵当権 あり
名称

所有者 抵当権 あり

所在地 福山市丸之内1丁目3番9号 用途区域 商業地域

8



７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

別添資料

主な修正点

9



８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

7 0 0 1 4 0

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

3 3 4 1 0

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

3 0 円 × 4 H × 2 0 日 × 5 人 ＝
2 5 0 円 × 4 H × 2 0 日 × 5 人 ＝ 5

43

円

生産活動に係る収入，支出を
修正してください。合わせて収
支予算書（就労会計分含む）
も修正してください。➡修正済

み
また，利用者への工賃につい
て，賃金向上につながるよう，
事業所として取り組んでいた

だきたい。➡ミシンに関する事
業を展開し、利用者の個々の
得意な能力を活かした生産活

動に取り組む

25

基本報酬(566)＋目標工賃達成指導員配置加算(89)＋処遇改善加算(35)＋特定処遇改善加算(9)＋ベースアップ加算(8)

１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

万円

11万円

900 万円

18 万円
18 万円

合計

非常勤 36
30

5

11 11

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること
基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

上段：受注先
下段：所在地

最賃確保状況（Ａ型）
万円 3.6 万円

設
備
資
金

収
入

支
出

生
産
活
動

11

利用者賃金 3.6

支出　Ｃ

売上高　※３ 3.6

収支①-② -131

支払元金利息 12

通信費 2

旅費・交通費 1

収入計 ①

贈答用タオル袋詰め 1.2 万円
部品組み立て 万円

生産品 １時間の生産額 計算式

■ □ なしあり

１月当たりの生産額

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円 円 円

3.6 万円 13 万円
必要経費 0 万円 0 万円 0 万円 0 万円

万円 万円 万円 万円
万円 万円 万円 万円
万円 3.6 万円 3.6 万円 15 万円

収入　Ｂ 万円 万円 万円 万円

万円 -131 万円 -98 万円 -32 万円

支出計② 131 万円 131 万円 131 万円 131 万円
万円 12 万円 12 万円 12 万円

諸経費　※４ 20 万円 20 万円 20 万円 20 万円
万円 2 万円 2 万円 2 万円

賃借料 7 万円 7 万円 7 万円 7 万円
万円 1 万円 1 万円 1 万円

人件費 89 万円 89 万円 89 万円 89 万円
0 万円 0 万円 33 万円 99 万円

諸収入 万円 万円 万円 万円

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

（１人当たり）
給付費　※２ 0 万円 0 万円 33 万円 99 万円

万円 万円 万円

１月目 ２月目 ３月目 １年後 主な修正点

その他 万円
運転資金 700 万円

合計 900 万円

設備 200 万円 借入金 700 万円
車両 万円

土地 万円 補助金 万円
建物 万円 自己資金 200 万円

万円 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

主な修正点
運転資金 万円 万円

万円 万円

人件費 末 25 支払 ボーナス 9 12

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

常勤 非常勤 万円
89 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

職業指導員 常勤 非常勤 10 万円
常勤 非常勤 万円

目標工賃達成指導員 常勤 非常勤 18 万円

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 主な修正点
管理者 常勤 万円
サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 万円
職業指導員 常勤 非常勤
生活支援員 常勤
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※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

１３　利用者処遇
（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
〇安心安全な場の提供
日常生活への活力、就労への意欲を引き出すためにまずは安心安全な居場所の提供が最善と考える。発達障害の特性
に合わせた環境作りを目指し、特に聴覚、視覚、集団への過敏さへ対応できるように、パーテーションやカーテン等を使っ
た空間作りの工夫、イヤーマフ、イヤホン等の使用の提案等を行いながら、個々の特性に対応していく。
○管理者が縫製業に携わっていた経験を活かし、ミシン経験利用者やスタッフに教えながら技術を向上させ、洋服直し作
業を主軸に置き工賃を向上させたい。また、点字名刺は、お客様からの反応も良いので、新規顧客獲得を目指したい。一
人当たり5,000円の工賃を目指す。
〇原則週一回の相談支援
事業所内訓練や日常生活での困りごと、対人関係の困りごとについて話を聞き、自己理解を深め、自己肯定感を高める
働きかけを通して、就労などの自己実現につなげていく。また、社会生活を送る上での対人関係技術の習得、自己コント
ロール能力の習得を目指す。
〇利用者の強みを生かした作業を提供するそれぞれの利用者の強みを見極め、利用者と相談し取り組みやすい作業に
チャレンジしてもらいながら、できることを増やし、自信へとつなげていく。
〇同じ障害を持つ利用者同士の共同体を作る
同じ障がいを持つ人の中で過ごす安心感からコミュニケーションが盛んになっていき、対人関係への不安の軽減、就労へ
の意欲へと繋がっていくと考える。お互いが支えになる関係づくりを支援する。
　（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
精神保健福祉士・作業療法士・公認心理師等。障害者福祉施設に勤務した経験があること、各スタッフが傾聴の技術、発
達障害者の特性、支援方法を習得し、新たな支援方法を学び自分自身を向上させる意思があること。

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・障害者支援の専門講師による支援者としての価値観、態度の基礎、自己覚知、障害に関する知識、具体的な支援方法
等に関する社内研修の実施、定期的な事例検討の実施
・支援に関する外部研修への参加を積極的に促す

（４）感染症対策
利用者、職員の健康管理、標準的な感染予防策、衛生管理、全職員を対象にした研修会の実施

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
サービスの提供中に緊急事態が生じた場合は、速やかに医療機関・ご家族への連絡を行う等の必要な措置を講ずるとと
もに、管理者に報告する。
事故が発生した場合は、市町村及び利用者のご家族等に連絡を行なうとともに必要な措置を講じ、事故の状況及び事故
に際して取った処置について記録する。
当該事業所並びに職員や利用者は損害保険に加入し、賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を適切かつ速やか
に行う
　

（６）関係機関との連携
・相談支援事業所や利用者を主体として必要な社会資源(他事業所、病院、公的機関等)と連携していく。

（７）家族（保護者）支援
・本人、家族要望に応じて相談支援を行う。
・地域の家族会への参加を促す。

（８）その他

（１）事業概要
事業種別：就労継続支援B型
利用定員：20
営業日：月～金
営業時間・サービス提供時間：9：00～18：00/9:30 ～16：30
主たる対象者：精神障がい者
送迎の有無：無
協力医療機関：馬野神経内科クリニック
その他：

（２）開設事業に係る理念・基本方針
法人理念、法人基本方針と同じ

（３）事業内容
部品組み立て、贈答用タオル折り箱詰め包装、地域情報誌配布、縫製作業(洋服直し、その他縫製)、点字名刺作成

主な修正点

主な修正点
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ □

9 時 3 0 分 ～ 9 時 4 5 分

9 時 4 5 分 ～ 1 2 時 0 0 分

12 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

13 時 0 0 分 ～ 1 6 時 1 5 分

16 時 1 5 分 ～ 1 6 時 3 0 分

16 時 3 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

9時～18時 9時30分～16時30分

〇災害時の対応体制

〇避難先
一次避難先：福山城公園
距離，避難方法及び時間：１９０ｍ，徒歩3分
二次避難先：市民参画センター
距離，避難方法及び時間：２４０ｍ，徒歩3分

〇防災計画等の作成
防災計画・BCPの作成，施設内に掲示し職員に周知する

〇避難訓練の実施計画
年１～2回、利用者とともに防災訓練、避難訓練を実施する

〇その他

営業日 営業時間 サービス提供時間

主な修正点

主な修正点
朝礼

作業(都度各自休憩)

昼休憩

営業日に「祝日」が含まれ
ていますので，修正してくだ

さい。　→修正済み

作業(都度各自休憩)

随時帰宅

ケース記録記入等事務処理、ミーティング

主な修正点

営業日 営業時間 サービス提供時間
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